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～青森県八戸市～

青森労災病院薬剤部ホームページをご覧いただき、大変ありがとうござ
います。
こちらのスライドでは、当院と薬剤部の仕事を紹介しています。トータ
ル18枚程のスライドになりますが、最後までご覧いただければ幸いです。

青森労災病院薬剤部
TEL：0178-33-1551（代表）
FAX：0178-33-2153（薬剤部）

【応募前のご相談、見学等のお問い合わせ】
薬剤部長 E-mail:pharm@aomorih.johas.go.jp

【奨学金、待遇、応募に関する問い合わせ】
総務課庶務課長 syomu@aomorih.johas.go.jp



総職員数:15,939名正規職員のみ（2025年4月現在）
病院数：30施設 （DPC対象26病院）
総病床数:12,064床

地域医療支援病院:25病院
地域がん診療連携拠点病院:21病院
災害拠点病院:13病院
臨床研修指定病院:29病院
病院機能評価認定病院:27病院
アスベスト疾患センター：24施設
臨床研修指導医数:998名(2020年) 
手術件数:年間約107,000件 (2020年)

労災病院グループは厚生労働省所管の独立行
政法人労働者健康安全機構（JOHAS）が運営
する全国に３０施設ある公的病院です。

労災病院グループは、昭和の高度成長期に、工業化に伴う労働災害に対応するため、国
により設立された公的病院であり、職員はみなし公務員となります。
全国に３0施設ある独立行政法人労働者健康安全機構（JOHAS）が運営する、職員
16,000人を有する全国組織で、基本給や福利厚生に地域差はありません。
法律に基づいた組織のため「労災」という看板を掲げていますが、勤労者医療の役割は
そのままに、地域では市民病院、赤十字病院と同じく、一般診療を行っています。



○病棟数：5病棟（地域包括ケア病棟含む）

○病床数：248床

○診療科目：１８診療科（総合病院）

○総職員数：約400名（医師35名 看護師190名 薬剤師１1名）

〇主な病院機能：青森県がん診療連携推進病院
地域医療支援病院

〇処方数：入院処方140枚（院外発行率96%） 注射420枚
〇電子カルテ、調剤支援支援システム、服薬指導・DI支援システム

◆青森労災病院の紹介
理念
『やさしく あたたかい病院』

・患者さんの権利を尊重し、患者さん中心の医療を行います。
・医療の質の向上をめざします。
・勤労者医療、地域医療等における役割を推進します。

青森労災病院は、『やさしく あたたかい病院』を理念に掲げ、患者さんに寄り添った医療の
提供に努めています。
診療内容はスライドの通りですが、厚生労働省が所管する病院として、急性期病床の削減を
行っており、現在248床で運営していますが、元は450床の病院であり、規模以上の機能を持っ
た病院です。
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青森労災病院の特徴は、放射線診断科が他の診療科と密接に連携したが
ん治療が挙げられます。2025年からは地域初のRIリガンド療法を開始し、
甲状腺疾患、前立腺がんの治療を開始しています。
また、血液がんについては地域の拠点になっており、弘前大学病院と連
携し診療にあたっています。

ＲＩリガンド療法 VMAT導入
がん診療センター

設立



【薬剤部フタッフ】

薬剤師定数：１１名（３名欠） 助手：２名

【施設基準（薬剤師関連）】
病棟薬剤業務実施加算、薬剤管理指導料、無菌調製処
理料、糖尿病透析予防指導管理料、医療安全対策加算
Ⅰ、医療安全対地域連携加算、感染防止対策加算、感
染防止対策地域連携加算、抗菌薬適正使用加算、後発
医薬品使用体制加算、入退院支援加算、認知症ケア加
算、せん妄ハイリスク患者ケア加算等

【学会発表等】
日本医療薬学会、日本腎臓病薬物療法学会、日本病院
薬剤師会東北ブロック学術大会、青森県病院薬剤師会
会員研究発表会等

◆薬剤部の概要

地域初の処方箋へ検査値や地域初の処方箋へ検査値や
アレルギー副作用情報を印
字、疑義照会プロトコール

の運用

薬剤部は、薬剤管理指導業務を中心とした臨床に力を入れ、業務を展開
しています。
院外処方箋に検査値やアレルギー副作用情報を掲載し、青森県では初め
て疑義照会簡素化プロトコールを導入するなど、保険薬局とともに、地
域の適正かつ円滑な薬物療法に先進的に取り組んできました。



調剤業務

高カロリー輸液の無菌調製

抗がん剤調製（外来、入院）

院内特殊製剤

院外処方箋疑義照会
「院外処方箋疑義照会簡素化プロトコール（ＰＢＰＭ）」

医薬品管理業務

医薬品情報管理業務（DI業務）

チーム医療
ICT（院内感染対策チーム）、AST（抗菌薬適正使用支援チーム）、
NST（栄養サポートチーム）、緩和ケアチーム、キャンサーボード、
褥瘡対策チーム、糖尿病教室、化学療法検討部会、医療安全対策部
会 など

外来服薬指導（がん化学療法、透析、
デバイス指導他） など
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セントラル業務セントラル業務
副作用モニタリングに基づき薬剤の変
更等の提案

医師回診同伴

持参薬確認（代替え薬剤の提案）

TDMからの処方提案
「抗MRSA薬の共同薬物治療管理（ＰＢＰＭ）」

カンファレンスの参加

自己管理患者への配薬

麻薬・向精神薬・毒薬の管理

フィジカルアセスメント など

◆薬剤部の主な業務内容
病棟業務

薬剤部の主な業務を列挙します。大規模病院と異なり、急患室、手術室
への薬剤師配置ができていませんが、二次救急病院として標準的な業務
を行っています。



ICT（院内感染対策チーム）

AST（抗菌薬適正使用支援チーム）

NST（栄養サポートチーム）

緩和ケアチーム

キャンサーボード

褥瘡対策チーム

糖尿病教室

化学療法検討部会

医療安全対策部会

骨粗鬆症リエゾンチーム

せん妄対策チームなど
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◆当院の主なチーム医療
ASTAST

緩和ケア緩和ケア

外来化学療法外来化学療法

キャンサーボード

透析室透析室

特定行為看護師の育成が進み、コメディカルスタッフによるチーム医療
が増えています。薬剤師は、各医療チームで中心的な役割が期待されて
います。



薬剤管理指導業務
症例検討会

薬薬連携協議会
（１-2回/年）

担当病棟以外の病識や薬物療法についての知識が向上
問題志向型を採用しているため内容が明快
難渋している症例に対して薬剤師全員で検討が可能
プレゼン形式でおこなっているため発表の技術も向上
特に積極的介入した症例は学会などで発表
地域調剤薬局の資質向上とコミュニケーションのＵＰ

◆保険薬局との連携

保険薬局とは隔月で合同のセミナーを開催し、症例を通して、相互のスキルアップに努
めています。院外処方箋疑義照会窓口を薬剤部が担っており、医師や保険薬局薬剤師の
負担軽減だけでなく、薬学的管理に基づいた処方修正を行い、医薬品適正使用に積極的
にかかわっています。また地域合同の疑義照会プロトコールへ参加し、円滑な地域医療
に協力をしています。

① 一包化（患者希望やアドヒアランス向上等を理由とした変更／追加加
算有）

② 処方日数の変更（残薬による減数と次回来院までの不足による追加）
③ 調剤規格変更（1回5mg 2錠⇒1回10mg1錠、5g 2本⇒10g本など）
④ 銘柄変更（他メーカーの変更）
⑤ 半錠・粉砕・混合（患者希望やアドヒアランス等の理由による変更）
⑥ 週・月１回製剤処方日数訂正（：P製剤など、1回/7・月製剤の連日投

与からの修正）
⑦ 部位コメント追加（シップや軟膏の適応部位など）
⑧ 適応用法への変更（添付文書に食前・食直前など用法が定められてい

るもの）＊意図あっての指示の場合はコメント入力にご協力ください。
⑨ エレンタール等のフレーバー(「患者希望で変更可」の指示：電子処

方箋への対応)
⑩ 成分量を変更しない剤型変更（散⇒錠・OD、シロップ、錠（粉砕）、

シロップ⇒散など変更）

• 医師診療支援
（薬学的管理に基づいた処方修正）

• 保険薬局業務軽減
（患者待ち時間の短縮）

院外処方箋疑義照会簡素化プロトコール院外処方箋疑義照会簡素化プロトコール
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◆新人研修プログラムと薬学実務実習

薬剤師臨床研修（卒後臨床研修）プログラム
（厚生労働省「薬剤師臨床研修ガイドライン」準拠）

薬剤部の教育体制です。
薬学実務実習はⅠ期2名を上限に通年で受け入れています。中規模病院の特徴を生かし、ゆとり
のある指導ができています。
新人薬剤師研修は、以前よりプログラムによる指導・教育を行っていましたが、2026年に厚生労
働省の「薬剤師臨床研修ガイドライン」に準拠する形に改訂し、実務を中心とした薬剤師育成を
目指していきます。

薬学実務実習実施スケジュール
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◆臨床研究への取り組み
～薬剤師としてのスキル形成～

臨床研究ができる環境と
支援する先輩薬剤師がいる職場

２０２５年度研究発表会及び講師（抜粋）

臨床研究への取り組みです。自己研鑽の部分になりますが、薬剤師としてのスキル形成
や資質向上のため臨床研究に興味をお持ちの方がいらっしゃると思います。青森労災病
院薬剤部は実績と指導ができる先輩薬剤師がいます。



研究費支給（現物支給）:初年度60,000円(5,000円/月) 
学会参加費用や書籍購入など自己研鑽に充てることができます 。

個人研究費は経験年数で10,000円/月（上限）
他に部署ごとに出張旅費の支給

個人研究にかかる経費（例）
8,000円（会費）日本病院薬剤師会年会費

団体 2,300円（保険料）薬剤師賠償責任保険

9,500円（会費）日本医療薬学会年会費

8,800円（研修会）令和7年度医薬品安全管理責任者講習会（日病薬）

10,000円
100,000円

（学会）第35回医療薬学会年会（神戸）
参加費
出張旅費（2泊）

126,300円小計

◆医師・薬剤師への研究支援
～研究費補助制度（学会参加等の出張補助制度）～

これは病院薬剤師になるとかかる経費の一例ですが、薬剤師保険加入に必要な日本病院薬剤師会
の年会費や保険料、認定薬剤師取得に必要な学会の年会費や学会参加費で年間10万円以上がかか
ります。
労災病院では医師と薬剤師に「研究費補助制度」があり、年間60,000円、7年目以降は120,000
円の支給を受けられます。この他にも部門ごとに出張旅費が割り当てられてます。



妊 娠 出 生 1 歳 2 歳 3 歳 小 学 校

◆勤務時間と福利厚生
休日勤務（勤務：平日8:15～17:00）

週休２日制
平日は1時間の残務、以後オンコール（待機手当あり）
休日は日勤（振替休）
当直は地域輪番時のみ

給与・手当等

給与（6年卒） 237,500円／月（基本給203,300円+初任給調整手当19,400円+処遇改善等手当14,800円）
＊薬剤師免許取得者は規定により病院経験年数を加味する

手当 扶養手当、日当直手当、時間外勤務手当、寒冷地手当（10月～2月）、期末勤勉手当（6月・12月）他
その他 通勤手当 55,000円／月限度、住居手当28,000円／月限度他

福利厚生

保 険 健康保険、厚生年金、企業年金基金、雇用保険、労災保険
宿舎貸与 ワンルームマンション形式（使用料月額4,752円）

休日・休暇
週休2日制、国民の祝日、年末年始、健康と福祉の事業創設記念日、年次有給休暇(20日、翌年度に繰越可)、育児休
暇、介護休暇、その他特別休暇(夏季休暇５日、子の看護休暇 ※産前後休暇は8週)

産前産後育休

不妊治療のための休暇、産前産後休暇、産後パパ育休、育児休業、育児時間、育児短時間、時差出勤、児の看護等休暇

介護に関する制度

介護休業、介護短時間、介護休暇、所定外勤務の免除、時間外勤務の制限、深夜業の制限

勤務は完全週休2日制で、休日は日勤があり平日に振替休が付与されます。時間外はオンコール
で、月2回程度の地域夜輪番時に当直を行います。福利厚生については、厚労省所管病院という
ことで、他と比べても不足は無いと思います。またハラスメントについても内外に相談窓口を設
けており、相談体制が整備されています。一人薬剤師の薬局に比べると無理なく働ける職場です。
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◆職員としてのメリット（全職員）
～健康保険組合～

労災病院の健康保険組合（けんぽ）についてです。医療費の支払いだけでなく、健康増
進のため、いろいろな事業が行われており、リフレッシュを名目に年9,000円までの宿
泊補助やワクチン・人間ドックなどの費用補助が受けられます。



結婚祝金
2万円

８つの給付金
出産祝金

1万円
入学祝金
５千円

災害見舞金
3万～50万円

介護給付金療養見舞金
月5,000円を限度

弔慰金
3万～50万円遺児育英資金

厚生会費(給与天引）：月額６９３円 (基本給の3/1000)

◆職員としてのメリット（任意加入）
～ 厚 生 会 ～

厚生グループ保険・総合医療保険
厚生グループ保険

（団体定期保険）

月払保険料
（概算）

死亡保障金額
（高度障がい保険金額）

対 象

女性
３２０円

男性
４４０円

５００万円本 人
（保険年齢22歳）

月払保険料
（概算）

入院給付金日額対 象

男性・女性同額
９２５円

５,０００円本 人
（保険年齢22歳）

総合医療保険
（総合医療保険（団体型））

自動車保険
(いつでも加入できます)

団体扱割引で約20％割引でお得！

厚生会は任意加入の互助会ですが、結婚祝金など８つの給付金が受けられるほか、保険
が団体割引で加入できますので、早いうちから割安の保険に入会することで、将来的な
負担の軽減ができます。



厚生会で申込できるクレジットカード
ＪＣＢ奏

（55歳以上対象）
セゾン・アメリカン・エキスプレス三井住友VISAJCBビジネス

無料初年度無料
前年に１回・1円以上の利用で無料

無料無料本人
年会費 １人目無料

２人目１,１００円
1名１,１００円

本人が無料の期間は無料
1名１,１００円

１人目無料
２人目１,１００円

家族

〇〇××退会後の利用

年会費無料年会費無料初年度会費無料
年1回利用で翌年度会費無料

年会費無料ETCカード

〇〇〇〇国内・海外保険
サービス

〇〇×〇Web申込

職員のパートナー形成を支援する企業専用の福利厚生サービス
Aill goen（エールゴエン:企業専用の恋愛良縁アプリ/有料）
*導入企業の職員のみが利用でき、社外の出会い～交際までをAIがサポートするサービス

厚生会は保険のほかにも、クレジットカードが年会費無料で利用できたり、企業専用のマッチン
グアプリのサービスなど、多岐にわたるサービスがあります。社会的信頼性の高い、みなし公務
員としてのメリットだと思います。
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◆奨学金返還制度
労災病院奨学金制度について

６年制薬学過程に在籍する学生で、卒業後、
薬剤師免許証取得者として奨学金を貸与する
病院に勤務する意思を有することを誓約した
方

対
象
者

原則として、月額５万円の範
囲の額（最大６年間で３６０
万円）

５年生、６年生でも一括貸与がで
きます。
制度の取扱いは労災病院によって
異なります。詳細は各労災病院に
お問い合わせください。

貸
与
額

青森県の奨学金返還支援制度（参加準備中）

労災病院の奨学金返還制度です。月50,000円で最大360万円が貸与できます。５･6年生
でも1年生に遡っての一括交付も可能です。お気軽に総務課又は薬剤部長にご相談くだ
さい。卒後の奨学金返還制度については、県の制度に参加を検討していますので、県の
ホームページをご確認ください。

薬剤師募集案内



疑義照会
院外処方箋発行
検査値印字（院外処方箋）
トレーシングレポート
一般名処方
リフィル処方箋
電子処方箋
退院時共同指導
連携充実加算（がん化学療法）
診察前面談（薬剤師）など

病
院
薬
剤
師
が
提
案
、

調
整
、
実
施
、
維
持
継
続

ご覧いただき、ありがとうございました。
地域医療のための病院薬剤師の働き

保
険
薬
局
の
業
務
・質
向
上

地
域
の
薬
剤
師
の
活
躍

これまで病院薬剤師は、院外処方箋発行から情報の伝達など、地域における薬剤師業務構築のた
め多くの働きをしてきました。2040年に向け、地域における薬剤師の連携は益々重要になってき
ますが、残念なことに病院の薬剤師が不足しています。皆さんが病院薬剤師となり活躍してくだ
さることを期待しています。青森労災病院薬剤部は大規模病院と異なり落ち着いて業務ができ、
保険薬局と異なり突然の休みにも対応しやすい職場です。
最後に八戸の魅力とともに資料を掲載していますので参考にご覧ください。
ご覧いただき、ありがとうございました。



八戸市の魅力
– 豊かな海と自然に囲まれた青森県南部の
中心都市

– 伝統文化・食・観光・お酒が楽しめる街
– 夏は涼しく雪が少ない暮らしやすい街
• 人口約21万人の北東北最大級の産業都市
• 高校14校・大学2校と教育機関が多く、普通科・工業・

商業・水産と専門性も多様
• 水産業をはじめ、臨海工業地帯に製紙、金属精錬、造

船、化学、機械など大企業が集積
• LNGターミナル、八戸火力発電所など、エネルギー供給

拠点
• 水産×製造×物流が三位一体となった全国でも希有な

産業構造

青森労災病院
TEL：0178-33-1551（代表）
FAX：0178-33-2153（薬剤部）

【応募前のご相談、見学等のお問い合わせ】
薬剤部長
E-mail:pharm@aomorih.johas.go.jp

【奨学金、待遇、応募に関する問い合わせ】
総務課庶務課長
syomu@aomorih.johas.go.jp
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財政制度等審議会 令和7年11月5日資料

◆病院薬剤師不足の現状



一般薬剤師管理薬剤師店舗数

588万円933万円1店舗

449万円805万円2～5店舗

489万円688万円6～19店舗

498万円670万円20～49店舗

461万円652万円50～99店舗

507万円715万円100～199店舗

486万円673万円200～299店舗

495万円695万円300店舗以上

平均年収業種

569万円一般病院

729万円一般診療所

735万円保険薬局(管理薬剤師)

486万円保険薬局(一般薬剤師)

580万円医薬情報担当者(MR)

24

業種別平均年収 保険薬局店舗数別平均年収

資料資料

税込み年収（円）年齢

5,172,78732歳

7,233,27744歳（病棟）

7,167,09451歳（ｾﾝﾄﾗﾙ）

9,208,98160歳（管理職）

青森労災病院薬剤師年収実績



令和５年３月29日 第13回薬剤師の養成及び資質向上等に関する検討会

資料資料



薬局数の推移

○薬局数は年々増加しており、令和５年度は約6.3万。
〇20店舗以上の薬局の割合は増加傾向。

「患者が減っているのに薬局が増えるのは、一
般的な市場では考えにくい」と指摘

2025年12月7日東海薬剤師学術大会 日本薬剤師会会長



薬局薬剤師の業務及び薬局の機能 に関するワーキンググループ とりまとめ[抜粋]
～薬剤師が地域で活躍するためのアクションプラン～

令和４年７月11日厚生労働省：薬局薬剤師の業務及び薬局の機能に関するワーキンググループ

第１ はじめに
２．患者のための薬局ビジョンへの対応状況

○ 薬局薬剤師の業務については、平成27年（2015年）に厚生労働省が作成した「患者のための薬局ビジョン」（以下
「薬局ビジョン」という。）で考え方が示されている。薬局ビジョンにおいては、令和元年の薬機法改正（認定薬局制
度、調剤後の継続的な服薬指導や服薬状況等の把握の義務化）、診療報酬改定等における対応等、目標達成のために
様々な施策が推進されてきた。薬局全体として、薬局ビジョンで掲げられた目標を達成しているとは言い難い状況であ
る。

第４ 具体的な対策
1. 対人業務の拡充

（２）対人業務に必要なスキル習得
大学卒業後に薬局に就職し、そのまま薬局に勤務する薬剤師が多いが病院に勤務して医師、看護師、患
者等と接して経験を積むことが対人業務のスキルアップや病院と薬局の連携の推進に繋がる。

4. 地域における薬剤師の役割
（１）他職種及び病院薬剤師との連携

②病院薬剤師との連携（薬薬連携）
薬局薬剤師が病院で勤務することや病棟でのチーム医療研修に 参加することなど、相互理解を深めるための実務
的な取組が有用である。

○赤池昭紀構成員（和歌山県立医科大学薬学部 教授、WG主査）

卒後研修は、非常に大事なプログラムで、病院の方だけではなくて、むしろ、薬局でこ
れから勤めるという方に重要です。これから地域医療が非常に増えてきますので、そう
いっ た場合には薬局での研修もあるかもしれませんけれども、病院で、臨床研修を積む
ということは極めて重要になってくると思います。

第３回薬剤師の養成及び資質向上等に関する検討会 令和２年１０月２１日

資料資料


